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令和５年第２回北海道議会定例会 予算特別委員会（総括質疑） 開催状況
（経済部産業振興局次世代半導体戦略室）

開催年月日 令和５年７月１２日
質 問 者 日本共産党 真下 紀子 委員
答 弁 者 知事

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

二 半導体関連産業の振興等について
（一）イノベーションについて
（真下委員） （知事）
次に、半導体関連産業の振興等についてです。道は、 イノベーションについてでありますが、次世代半導

ラピダス社支援を行う理由の中に「イノベーションを 体は、ＩｏＴ分野のデータ処理拡大や研究開発などの
もたらす」と繰り返していますけれども、知事の言う 観点で、今後求められる高度な計算能力を低消費電力
イノベーションとは一体何でしょうか。 で実現する基盤技術であります。データセンターや自

動運転、スマートファクトリーなどの活用が想定をさ
れ、農業をはじめ、道内の幅広い経済産業分野での技
術革新が期待をされておりますことから、「イノベー
ション」と申し上げております。

（二）ゼロカーボン北海道推進基金から半導体関連事
業への拠出について

（真下委員） （知事）
ところがですね、２ナノメートルの次世代半導体が ゼロカーボン基金からの拠出についてであります

仮に量産できたとしても、このイノベーションによっ が、今後、デジタル化の進展により、データ使用量や、
て使用する製品っていうのは、わが国において生産で 電力需要の大幅な増加が見込まれる中で、低消費電力
きないことが明らかになっています。そのため、半導 の次世代半導体を、北海道から世界に届け、自動運転
体関連事業へのゼロカーボン基金から拠出というは、 やデータセンター、スマートファクトリーなど暮らし
説明が成り立たたなくなると考えるんですけど、いか や経済の様々な場面において利用が拡大をすることに
がですか。 よって、ゼロカーボン北海道にも貢献をすると考えら

れるため、次世代半導体産業集積促進事業にゼロカー
ボン基金を活用することとしたものであります。

（三）次世代半導体量産の採算について
（真下委員） （知事）
失礼を承知で申し上げますけど、風が吹けば桶屋が 次世代半導体技術等についてでありますが、国は、

儲ける式のことではね、ビジネスは成り立たないわけ 本年６月に改定された「半導体・デジタル産業戦略」
です。イノベーション、世代をスキップして時代、技 において、次世代半導体技術とその製造拠点の確立
術革新をもたらすと言っているんですけども、根拠が や、新たな用途の開拓に取り組むこととしているも
合理的に説明されていなくて、精神論だけで語られて のと承知をしているところであります。
いることに大変大きな不安を感じています。 こうした中、ラピダス社はＩＢＭ社と戦略的パー
そこで、熊本のＴＳＭＣ、ここは３ナノメートルの トナーシップを締結の上、２ナノメートルの世代の

量産を２０２２年末に開始しました。しかし、量産を 技術開発を推進し、千歳市に立地する製造拠点に導
開始してから販売先を探したんではありません。アッ 入することや、次世代半導体を使用した高性能コン
プルが「このようなスペック、つまりｉＰｈｏｎｅ用 ピューターなど、新市場の創出に共同で取り組むこ
のプロセッサを１年で２億個、１個１００ドルで作っ ととしており、道としては、こうした国やラピダス
てくれ」とゆうオーダーが始めにあって、ＴＳＭＣ側 社の方針等も踏まえつつ、プロジェクトの成功に向
が採算が取れると精査して判断して、３ナノメートル けて必要な支援に取り組んでまいります。
の量産に踏み込んだわけです。これは湯之上隆氏とい
う半導体コンサルタント、ジャーナリストの方が著書
で紹介をしております。
一方ラピダスの方は、作れるかどうかも分からない

２ナノメートルという次世代半導体を作ろうとして、
しかも販売先は一切決まっていません。ＴＳＭＣとは
ビジネス的に雲泥の差があります。このような状況で
採算のとれるビジネスが確立できると知事は本気でお
考えなのでしょうか。
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（三）-再
（真下委員） （知事）
では、具体的にお聞きします。新たな用途の開拓、 次世代半導体技術等についてでありますが、ラピダ

新市場の創出の中でですね、一体誰が、何のために、 ス社はＩＢＭ社と２ナノメートル世代の技術開発を推
いくらで、どれだけ購入しようとしているのか、説 進をし、同社の日本国内の製造拠点に導入することや、
明できますか。 新市場の創出に共同で取り組むこととしています。

道としては、こうした国の方針なども踏まえつつ、
プロジェクトの成功に向けて必要な支援に取り組んで
まいります。

（四）ラピダス社の資金調達について
（真下委員） （知事）
つまり、販売先は全く、活用の仕方も全く決まって 資金等についてでありますが、ラピダス社の社長は、

いないということなんですね。その他に資金調達につ 次世代半導体の研究開発から量産化までに５兆円規模
いても不安があります。ラピダス社の東哲郎会長は、 の投資を見込んでおり、財務基盤の整備に向けては、
２０２７年までに約７兆円が必要だとロイターの取材 国内外の投資家や主要企業からの資金調達を図るとの
に答えていますが、上場すらしていません。さらに現 意向を示しているものと承知をしています。
時点で事業計画が示されていない中で、どうやって資 私としては、これまでも、社長との直接の意見交換
金調達していくのか、パートナーと自負する知事は何 や担当者による定期的な協議などを通じて、同社の事
故知らないんですか。 業計画をはじめ、必要な情報の共有を図ってきたとこ

ろであり、今後とも、適切に対応してまいります。

（五）過去の半導体事業失敗からの教訓について
（真下委員） （知事）
このラピダス社の取組なんですけども、国家プロジ 国の半導体政策についてでありますが、国は、我が

ェクトと言えばすべてお墨付きが与えられているかの 国の半導体産業の競争力低下の原因として、日の丸自
ように知事は考えているんでしょうか。各部審査で政 前主義ともいうべき国内再編に注力し、国際連携を推
府主導による半導体事業を推し進めながら経営破綻し 進できなかったことなどを挙げており、こうした経緯
たエルピーダメモリから何を学ぶのか伺ったところ、 を踏まえ、本年６月に改定した「半導体・デジタル産
何一つ道として教訓を導き出していませんでした。 業戦略」では、米欧をはじめ有志国・地域とのグロー
期待というより精神論だけで突き進むことへの危惧 バル連携を展開していくという方向性などを示してい

を指摘したわけですけれども、過去の失敗から何を学 るものと承知をしております。
び、知事はどうイノベーションにつなげていこうとし 道では、こうした国の方針等を踏まえつつ、量子、
てるんですか。 ＡＩなど様々な分野でイノベーションをもたらし、我

が国のカーボンニュートラルや経済安全保障の鍵とな
る次世代半導体の量産製造を目指すラピダス社のプロ
ジェクトの成功に向け、国や千歳市などと緊密に連携
し、スピード感を持って支援をしてまいります。

（五）-再
（真下委員） （知事）
国際連携なしに今回の計画は成り立たないわけです 国の半導体政策についてですけれど、国は、我が国

けれども、資金面では東会長は日本の主要企業の出資 の半導体産業の競争力低下の原因として、国内再編に
額は約７３億円にとどまっていることから、国の支援 注力し、国際連携を推進できなかったことなどを挙げ、
を中心に考えないといけないと語っており、失敗した 米欧をはじめ有志国・地域とのグローバル連携を展開
日の丸自前主義そのものに陥ろうとしています。エ していくという方向性などを示していると承知をして
ルピーダメモリの失敗を辿ることを否定できないの います。
ではありませんか。 道では、こうした国の方針等を踏まえつつ、ラピダ

ス社のプロジェクトの成功に向け、国や千歳市などと
緊密に連携をし、スピード感を持って支援してまいり
ます。

（六）ラピダス効果の全道波及について
（真下委員） （知事）
資金面については全く触れませんでしたね。それと 拠点の形成についてでありますが、道としては、ラ
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もう一点なんですけれども、ラピダス効果を全道に波 ピダス社の立地を契機として、製造、研究、人材育成
及させると豪語するわりには、知事はラピダス社を中 等が一体となった複合拠点の実現を目指し、６月２日
核としたエコシステムの形成に道内企業がどう関わる に設立された「北海道半導体人材育成等推進協議会」
かということを全く見通して説明をしておりません。 に参画し、半導体関連産業の取引活性化などの取組に
具体的見通しなくして、なぜラピダス効果が全道に波 積極的に貢献することとしております。
及させられるんでしょうか。 また、本道において半導体関連産業の集積を着実に

進めていくため、今後の取組の指針となる「仮称・北
海道半導体産業振興ビジョン」を年度内に取りまとめ
ることとしており、このビジョンのもと、産学官が緊
密に連携し、道内企業の参入促進や取引拡大、人材育
成・確保など、各般の施策を戦略的に推進してまいり
ます。

（六）-再
（真下委員） （知事）
それでは現時点でいいですけれども、参入が見込ま 拠点形成などについてでありますが、本道において、

れる道内の企業数どのくらいと見込んでいますか。 半導体関連産業の集積を着実に進めていくために、今
後の取組の指針となる「仮称・北海道半導体産業振興
ビジョン」を年度内に取りまとめることとしています。
このビジョンのもと、産学官が緊密に連携をし、道内
企業の参入促進や取引拡大、人材育成・確保など、各
般の施策を戦略的に推進をしてまいります。

（七）対応の見直しについて
（真下委員） （知事）
現実的には何も進むかどうかは見込みも示せないと ラピダス社への支援についてでありますが、国は、

いうことですね。それで、ラピダスを「一緒に挑戦し 本年６月に改定された「半導体・デジタル産業戦略」
ていくパートナー」と持ち上げる知事ですけれども、 において、産業競争力や経済安全保障、さらにはＤ
多額の税金を投入する一方、事業計画が示されていま Ｘ・ＧＸの実現の鍵となる次世代半導体技術とその
せん。採算性、資金調達、回転も不明な中、イノベー 製造拠点を確立することとし、ラピダス社が千歳市
ションだけで突き進むことに、知事は何の疑問も感じ において進める次世代半導体の製造拠点整備事業に
ないのか。万が一事業が失敗したとき、知事の責任は ついて、先般、２，６００億円を上限とする２０２
免れないわけですけど、対応を見直すべきではありま ３年度の計画・予算を承認した結果、支援額の合計
せんか。 は３，３００億円となりました。

道では、同社の立地決定を受け、庁内の推進体制
に加え、国や千歳市、関係機関、さらには経済団体
などとの連携体制を構築し、様々な課題に対応して
きたところであります。今後とも、こうした枠組み
を活用しながら、同社と事業計画を共有し、プロジ
ェクトの成功に向け、必要な支援に迅速に取り組ん
でまいります。

（真下委員）
結局、国家プロジェクトへの期待という、非常に

よくわからないようなことだけで進もうとしている
ですけれど、早稲田大学の大学院経営管理研究科教
授の長内厚氏は、ビジネスは精神論では戦えないと
強く指摘しています。道民の税金と多数の道職員を
投入して前例のない事業を行う割には根拠のある説
明がなにもないことが今回の質疑でも明らかになり
ました。そこで私思い出すんですけれどもね、知事
が夕張市長時代に中国系企業の現代リアルエステー
トの１００億円の投資話に翻弄されてね、大変な思
いをしたことを思い出すんです。今度は７兆円の投
資話で冷静さを欠く判断があってはならないと考え
ますし、私は道行政として住民福祉の増進最優先の
道政に転換すべきだということを申し上げて質問を
終わります。


